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成
田
空
港
の
機
能
強
化
に
つ
い
て

成
田
空
港
の
機
能
強
化
に
つ
い
て

問 
　

平
成
30
年
３
月
13
日
に
、
成
田
国

際
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
に
関
す
る
確
認

書
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
成
田
空
港
の
競
争

力
強
化
、
国
や
地
域
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る

一
方
、
航
空
機
の
年
間
発
着
枠
の
拡
大
や
、

Ａ
滑
走
路
の
発
着
時
間
延
長
な
ど
、
住
民
に

更
な
る
負
担
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
苦
悩
の
末

の
合
意
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
先

般
、
成
田
国
際
空
港
㈱（
Ｎ
Ａ
Ａ
）は
Ａ
滑
走

路
の
発
着
時
間
の
深
夜
１
時
間
延
長
の
時
期

に
つ
い
て
、
２
０
１
９
年
の
冬
ダ
イ
ヤ
か
ら

が
望
ま
し
い
と
す
る
新
聞
報
道
が
あ
り
ま
し

た
。
確
認
書
に
は
、
Ａ
滑
走
路
の
発
着
時
間

延
長
は
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
ま
で
に
と
あ

り
ま
す
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
０
年
夏
ダ
イ
ヤ
か
ら
が
適
当
で
あ
る

と
思
い
ま
す
し
、
２
０
１
９
年
冬
ダ
イ
ヤ
か

ら
の
開
始
に
同
意
す
る
理
由
も
、
今
の
と
こ

ろ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

　

Ｃ
滑
走
路
の
今
後
の
整
備
予
定
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

Ｎ
Ａ
Ａ
で
は
、
概
ね

10
年
を
想
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

問 

　

機
能
強
化
に
合
わ
せ
て
増
額
さ
れ

る
空
港
周
辺
対
策
交
付
金
の
交
付
時
期
、
活

用
方
法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

交
付
時
期
は
、
騒
防

法
第
１
種
区
域
の
申
請
等
の
手
続
を
踏
ま
え

決
ま
る
そ
う
で
す
。
活
用
方
法
は
、
第
１
種
区

域
や
隣
接
区
域
以
外
の
騒
音
下
世
帯
へ
の
対

応
と
し
て
、
航
空
機
騒
音
対
策
空
調
機
設
置

事
業
の
実
施
や
、
第
１
種
区
域
の
世
帯
に
お

け
る
居
住
用
住
宅
の
固
定
資
産
税
補
助
事
業

の
対
象
の
拡
大
、
騒
音
下
地
区
へ
の
騒
音
対
策

事
業
交
付
金
の
増
額
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問 

　

蓮
沼
地
区
区
長
会
役
員
か
ら
市
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
、
成
田
空
港
の
更
な
る
機

能
強
化
の
合
意
に
伴
う
要
望
書
の
内
容
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

要
望
の
主
な
内
容
は
、

①
航
空
機
騒
音
対
策
事
業
交
付
金
の
増
額
、

使
途
の
拡
大
及
び
提
出
書
類
の
簡
素
化
②
航

空
機
騒
音
対
策
空
調
機
設
置
事
業
の
恒
久
的

な
実
施
③
は
に
わ
道
沿
い
に
お
け
る
街
路
灯

の
設
置
④
地
区
住
民
が
行
う
道
路
側
溝
に
堆

積
し
た
土
砂
撤
去
作
業
に
対
す
る
支
援
の
拡

大
な
ど
で
す
。
ま
た
、
県
に
対
し
て
も
、
は

に
わ
道
の
維
持
管
理
及
び
修
繕
等
が
要
望
さ

れ
て
お
り
、
市
長
が
県
の
山
武
土
木
事
務
所

及
び
総
合
企
画
部
を
訪
問
し
、
市
か
ら
の
要

望
と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

問 

　

こ
の
要
望
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

成
田
空
港
の
更
な
る
機
能

強
化
に
伴
い
、
航
空
機
騒
音
に
よ
る
住
民
へ

の
負
担
等
で
生
活
環
境
が
悪
化
す
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
危
機
感
か
ら
、
要
望
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
。
増
額
が
見
込
ま
れ
る
空
港
周

辺
対
策
交
付
金
を
、
航
空
機
騒
音
の
影
響
が

あ
る
地
域
で
優
先
的
に
活
用
し
、
航
路
下
住

民
の
不
安
解
消
に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

問 

　

航
路
下
に
は
、
法
的
に
定
め
ら
れ

た
騒
音
区
域
外
の
地
域
が
存
在
し
、
蓮
沼
地

区
も
そ
の
１
つ
で
す
。
要
望
書
に
は
、
連
日
、

航
空
機
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
住
民
の
不

満
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
こ

で
、
市
成
田
国
際
空
港
関
連
問
題
対
策
委
員

会
で
十
分
な
協
議
を
行
い
、
地
域
振
興
に
つ

い
て
、
市
長
、
議
長
か
ら
、
改
め
て
国
・
県
・

Ｎ
Ａ
Ａ
等
に
地
域
振
興
策
を
要
望
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

答 

　

市
長　

市
議
会
と
市
が
一
体
と
な

り
行
動
し
て
い
く
こ
と
は
、
非
常
に
大
事
で

す
。
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て

問 

　

台
風
13
号
の
接
近
に
伴
い
、
市
と

し
て
、
初
め
て
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難

開
始
を
発
令
し
ま
し
た
が
、
防
災
無
線
・
戸

別
受
信
機
が
聞
き
取
り
に
く
く
高
齢
者
等
に

対
す
る
配
慮
が
足
り
な
い
の
で
は
と
い
う
声
が

あ
り
ま
す
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

防
災
無
線
の
放
送
内
容
を

携
帯
電
話
等
で
確
認
で
き
る
安
心
安
全
メ
ー

ル
の
登
録
を
進
め
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
が
扱

え
な
い
高
齢
者
等
に
は
、
直
接
の
声
が
け
が

必
要
で
す
が
、
市
の
職
員
や
民
生
委
員
の

方
々
で
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
を
訴
え
る
と

と
も
に
、
災
害
時
要
配
慮
者
の
個
別
避
難
計

画
を
随
時
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

問 

　

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
の
整
備

に
つ
い
て
、
防
災
・
復
興
対
策
特
別
委
員
会

で
、
日
光
市
へ
行
政
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

２
８
０
MHz
・
２
０
０
Ｗ
と
い
う
非
常
に
強
い

電
波
を
使
用
し
て
お
り
、
難
聴
区
域
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
多
大
な
費
用
が
か
か
る

と
思
い
ま
す
が
、
国
の
補
助
金
等
も
活
用
し
、

整
備
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

答 

　

市
長　

財
政
的
な
面
も
含
め
な
が

ら
、
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

山武市議会だより第51号　平成31年2月1日 8


